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い
ま
や
世
界
の
経
済
地
図
は
大
き
く

塗
り
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
後
、日
本
の
社
会
も
文
化
も
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、誰
も
読

み
と
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。私
た
ち

は
こ
の
よ
う
な
大
き
い
変
動
の
中
で

も
揺
る
が
な
い
日
本
の
文
化
の
足
場
、

基
盤
を
ど
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、長
い
歴
史
と
風
土
の
中
で
、

自
然
の
恵
み
を
大
切
に
し
て
培
っ
て

き
た
地
域
の
文
化
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。グ
ロ
ー
バ
ル
に
動
い
て
き
た
表
層

の
文
化
は
、こ
の
世
界
的
な
変
動
の
中

で
、不
安
定
に
流
さ
れ
て
い
く
に
違
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
伝
統
文
化
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、８
回
に
わ
た
っ
て
伝
統
文
化
を

さ
ま
ざ
ま
な
視
角
か
ら
検
討
し
、地

域
文
化
を
前
に
進
め
る
必
要
も
論
じ

て
き
た
。そ
し
て
今
こ
そ
日
本
文
化

の
揺
る
が
ぬ
基
盤
で
あ
る
地
域
文
化

の
価
値
を
明
確
に
し
、そ
の
上
に
新

た
な
日
本
文
化
を
構
築
す
べ
き
時
代

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　　講演者等
パネルディスカッション
コーディネーター

小島 美子（国立歴史民俗博物館名誉教授）
パネリスト（五十音順）

青木 　保（前文化庁長官）
鵜島 孝幸（延岡市総務課広報係長）
星野 　紘（東京文化財研究所名誉研究員）
安室 　知（神奈川大学教授）
伝統芸能鑑賞

出演：下諏訪町木遣保存会
 （長野県諏訪郡下諏訪町）

主　　　催 財団法人伝統文化活性化国民協会
後　　　援 文化庁、 　　　、読売新聞東京本社
助　　　成 日本財団
募 集 人 員  580名（先着順により、定員になり次第締切ります）
入 場 料  無料
応 募 方 法  電話、はがき、メールにより、①氏名（フリガナ）②住所（郵便

番号）③電話番号④職業⑤年齢を明記の上、お申込下さい。
追って、入場券をお送りします。なお、定員となり次第締切り
とさせていただきます。その場合、お知らせはいたしません
ので、予め御了解下さい。

宛 　 　 先  （財）伝統文化活性化国民協会「シンポジウム係」
 〒104-0061 東京都中央区銀座1丁目2番地先207
 TEL: 03-3538-7261   FAX: 03-5250-6680
 E-mail: den-koku@kokuminkyokai.or.jp 

助成事業

日 時

平成21年11月7日 土
13時30分～17時
会 場

有楽町朝日ホール
東京都千代田区有楽町2－5－1 有楽町マリオン11階

地域文化の時代へ



出演者プロフィール

〈伝統文化活性化シンポジウム会場〉

下車駅

JR線「有楽町駅」　中央口または銀座口
地下鉄（丸の内線・銀座線・日比谷線）
 「銀座駅」　C-4出口
地下鉄（有楽町線）
 「有楽町駅」　D7a、D7b出口
  いずれも徒歩1～2分

財団法人伝統文化活性化国民協会
〒104-0061
東京都中央区銀座１丁目２番地先 207
TEL 03-3538-7261　FAX 03-5250-6680
URL http://www.kokuminkyokai.or.jp
E-mail den-koku@kokuminkyokai.or.jp

コーディネーター
  コ  ジマ　 トミ   コ

小島 美子

パネリスト
 ヤス ムロ  サトル

安室 知
東京都出身。博士（文学）。神奈川大学大学院歴史民
俗資料学研究科教授、日本常民文化研究所所員。
熊本大学文学部助教授、国立歴史民俗博物館教授、総
合研究大学院大学教授などを経て平成21年より現職。
専門は、民俗学（生業論、環境論）、物質文化論。大学
生の頃から、日本各地をフィールドに、水田での魚捕り・
鴨捕りや畦豆栽培など、かつての水田が秘めていた潜
在力に関する調査をおこなっている。現在は、東アジア
にもその視野を広げている。
主な著書に、「水田をめぐる民俗学的研究」（慶友社）、
「餅と日本人」（雄山閣出版）、「水田漁撈の研究」（慶友
社）、「日本の民俗4－食と農』（編著、吉川弘文館）など。

福島県出身。国立歴史民俗博物館名誉教授。
専攻は日本音楽史。日本の伝統音楽について、古典芸
能から、わらべ歌などの民俗芸能に至るまで幅広く研究
し、日本の伝統音楽の見直しを説く。
主な著書に、「日本の音楽を考える」「歌をなくした日本
人」（以上、音楽之友社）、「日本音楽の古層」（春秋
社）、「音楽からみた日本人」（日本放送出版協会）など
多数。

パネリスト
 アオ  キ　タモツ

青木 保
東京都生まれ。文化人類学者。青山学院大学大学院特任教授。
東京大学大学院修了。大阪大学で博士号（人間科学博士）。
大阪大学教授、東京大学教授、政策研究大学院大学教授、
早稲田大学アジア研究機構教授などを経て、平成19年4月－
平成21年7月文化庁長官。米ハーバード大学客員研究員、仏
国立パリ社会科学高等研究院客員教授などを務める。
日本民族学会（現文化人類学会）会長（平成6年ー平成8
年）、現在、同学会名誉会員。
サントリー学芸賞、吉野作造賞、紫綬褒章などを受ける。
昭和40年以来、アジア各地、ヨーロッパなどで文化人類学的
フィールド・ワークに従事。
主な著書に、「多文化世界」「異文化理解」「儀礼の象徴性」
（以上、岩波書店）「『日本文化論』の変容」「タイの僧院にて」
（以上、中央公論新社）「文化の翻訳」（東大出版会）など多数。

宮崎県出身。延岡市総務課広報係長。消防団員として
地域活動にも参加している。
昭和57年、延岡市役所入庁。教育委員会文化課在籍
の10年間に、多様な地域文化に出会い「伝統文化こど
も教室」助成事業などを通して、その掘り起こしに努め
た。特に、民俗・芸能に関心があり、「遠野物語」のふるさ
とや、柳田國男も訪れ「後狩詞記」を生み出した椎葉村
にも足を踏み入れている。「百地に百様の文化、千人に
千技あり」が持論。海外の文化にも関心があり、イエメン
やネパール、パタゴニアなども旅した、自称「放浪公務
員」。人生の面でも、昨年、長いトンネルを抜け、53才で
初めて結婚生活を味わう。その折、ピアニスト谷川賢作
氏との交友を通して、父・詩人谷川俊太郎氏から詩集を
贈られ、感激した。

パネリスト
 ウノ シマ　タカ ユキ

鵜島 孝幸
新潟県出身。東京文化財研究所名誉研究員、成城大学大
学院非常勤講師。
昭和41年に文化財保護委員会文部技官となり、その後文化
庁主任文化財調査官、東京文化財研究所芸能部長などを勤
めて無形文化財、無形民俗文化財などの保存振興行政に携
わった。民謡、民俗芸能の調査研究を進めて来たが、1980年
代より中国、ロシア、中央アジア、モンゴル、ブルガリアなどの諸
民族の祭の歌や踊りの現地採訪調査も続けて来た。目下ユネ
スコが取り組みはじめた無形文化遺産保護施策のなりゆきに
は注目している。
主な著書に、「シベリア・ハンティ族の熊送りと芸能」（勉誠出
版）、「世界遺産時代の村の踊り」（雄山閣）、「村の伝統芸能
が危ない」（岩田書院）、「日本の祭り文化事典」（監修、東京
書籍）など。

パネリスト
 ホシ  ノ　 ヒロシ

星野 紘
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31
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伝統芸能鑑賞
 シ モ ス ワ チョウ キ ヤ リホ ゾ ン カ イ

下諏訪町木遣保存会
諏訪大社式年造営御柱大祭は七年に一度申と寅の年に行
なわれ天下の大祭と呼ばれている。御柱にならなくてはならな
いのが木遣り唄で、高く掲げた御幣（おんべ）を持ち天まで抜け
る澄んだ声で祭の安全を願い氏子に力と勇気を与える様に唄
い、その木遣りで氏子の心が一つになり重さ12ｔも有るご神木
（御柱）が動くのである。
会員71名、伊勢神宮神嘗祭を始め各地のお祭やイベントの観
光行事、文化活動に参加して諏訪の伝統文化を伝えている。
毎週練習を行いながら、木遣り唄の伝承保存を目的に頑張っ
ている。

〈
平
成
20
年
度
〜
平
成
21
年
度
〉




